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研究成果の概要（和文）：本研究は、セルビアとルーマニアにまたがるバナト地方に分布する消滅危機言語のバ
ナトブルガリア語の総合的研究である。具体的には、伝統的な方言の分析・記述の方法論に加え、言語類型論、
言語接触論、地域言語学、歴史言語学、社会言語学などの複数の観点から分析を行うことで、従来記述・分析さ
れてこなかったセルビア側とルーマニア側の言語的差異およびその形成過程、さらにそれを生み出す社会的背景
について総合的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research project explores the linguistic differences between the two 
major dialect areas of Banat Bulgarian, one of the less-studied endangered languages spoken in 
Romania and Serbia. The question is addressed from multiple perspectives, including language contact
 and the areal, historical, typological, and sociolinguistic approaches. By using the various 
approaches, the head researcher has successfully shown that the recent linguistic differences have 
emerged particularly due to the different ethnolinguistic structures of the Banat Bulgarian 
settlements in both countries and the entirely different language policies.    
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研究成果の学術的意義や社会的意義
バナトブルガリア語は1950年代にルーマニア側では調査が行われたが、セルビア側では調査がほとんど行われて
こなかった。そのため同一方言に属すると指摘されてきたものの、その違いや言語的実態については不明であっ
た。またルーマニア側でも社会主義体制が終わるなど社会言語状況に変化が起こったことを考慮に入れ、両国に
またがる地域で話される言語の実質的な違いとそれを生み出すメカニズムを明らかにした。加えて、バナトブル
ガリア語は消滅危機言語であり、その記述や分析は焦眉の問題であったため、本研究の成果は現地社会への貢献
も含んでいると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
バナト・ブルガリア語は、17～18世紀にブルガリア北部からルーマニア西部、18～19世紀にル
ーマニア西部からセルビア北東部に移住したカトリック・ブルガリア人の子孫の言語。話者数は
約 8000人だが、セルビア側では約 500人で、多くが高齢者の危機言語である。数世紀の間、本
土と異なる言語接触を経験した結果、本土のブルガリア語と違いが大きい。19 世紀半にラテン
文字の書記形態が現れ、文章語の伝統が今日まで断続的に存在する。社会主義時代に政治的な理
由で研究が進まず、研究成果は少ないので研究に大きな可能性が残されていた。 
バナト・ブルガリア語研究のうち最重要なのは Stojkov(1967-68)の共時的記述であるが、これ
は対象がルーマニア側バナトの方言のみであり、セルビア側の方言記述・分析は今もほぼ手つか
ずであった。最近の研究として Beceva(2007)の語彙研究や Tiseva(2010)の統語研究が挙げられる
が、セルビア側とルーマニア側の異なる社会言語状況が十分考慮されず、言語接触論や地域言語
学の理論的視点も欠き、通時分析もない。Sikimic(2007)、Vuckovic(2008)、Steinke(2010)の社会言
語学・民族言語学的研究は重要だが、言語構造の研究ではなく、また個々の調査地点の固有性も
十分に考慮されていなかった。申請者はこれまで主にセルビア側の Ivanovoを調査地とし、当該
言語の衰退と再活性化に関する社会言語学的考察を行ってきたが、その成果を申請者編著の The 
Palgrave Handbook of Slavic Languages, Identities and Borders(2015)他に示すにとどまっていた。ま
た、19世紀の記述と 1930年代の文字資料を用い、当該言語の動詞体系の「簡素化」と「複雑化」
(2015)の試論を行ったがこれもまだ深化させる余地があった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、セルビアとルーマニアに跨るバナト地方に分布する消滅危機言語であるバナト・ブル
ガリア語のうち、これまで研究が行われていないセルビア側の方言を記述・分析するものである。
従来ルーマニア側のスタル・ビシノフ方言と同一に考えられていたセルビア側のヤシャ・トミッ
チ、ベロ・ブラト、イヴァノヴォの 3村の下位方言には、それぞれ類型論的に重要な差異が複数
観察されたことを踏まえ、本研究では、インフォーマント調査と新たなアーカイブ資料（19 世
紀末～20 世紀半ば）との比較を行い、各々の地点の固有の変化とその原因を、伝統的な方言学
や文献学に加え、言語接触論、言語類型論、社会言語学、地域言語学の理論と知見を用いて複合
的に分析し、当該言語の言語変化の普遍性と地域的特殊性を明らかにすることを目的としてい
た。 
 
３．研究の方法 
セルビア側バナトに分布する当該言語は、ルーマニアのスタル・ビシノフからの移住者の子孫の
言語ゆえ、現在も同一方言というのが通説である(Tiseva 2010)。だが、申請者の予備調査による
と、Jasa Tomic、Belo Blato、Ivanovoの言語構造は同一ではない。特に Jasa Tomicはルーマニア
やセルビアの他の村の方言と異なり、新旧の複数の複雑形態が認められた（例：動詞体系と格変
化の部分的維持や複雑化等）。その一方で、Ivanovoは他と比べ高頻度の定冠詞二重使用、格変化
の完全な消滅など名詞句中心に類型論的に重要な変化が見られた。Belo Blatoではいずれの特徴
も観察されなかった。この差異は現時点で申請者が少数の母語話者を観察して得たごく一部の
例にすぎず、また世代差を考慮に入れた調査が必要である。現段階では、これらの違いが比較的
短期間に生じた主要な原因として、１）移住時期の違い（言語変化が生じる前かどうか）、２）
移住先の民族構成とその変化の違い（異なる言語接触のパターンと接触の密度）、３）移住先の
社会形態と社会階層の比率（各村の主要言語との関係と言語的同化のパターン）、４）教会の言
語的影響力の有無（規範言語教育の有無）が仮説として想定できるが、単一のアプローチでは証
明が困難である。さらに、差異となる言語現象がいかなる過程で生じたか（古形の保持か言語接
触による文法化かなど）を解明することも、従来の方言学の分析枠組みでは不可能である。本研
究のチャレンジ性は、これらの課題を、郷土史などの資料も用い各村の特性を踏まえたうえで、
方言学、社会言語学、言語接触論、言語類型論、地域研語学の知見を複合的に援用するという多
角的なアプローチを用いた。 
 
４．研究成果 
伝統的なブルガリア方言学は、共時的記述が中心だったが、本研究が提案するのは、従来の共時
的記述に加え、歴史的資料と社会言語状況の言語外的分析、言語変化の理論的な知見を踏まえ、
当該言語内の変化の原因解明を目指す「説明的な共時的・通時的方言研究」の一モデルであった。
これに対し、本研究は、これまで研究が十分に行われてこなかったセルビア側のバナト・ブルガ
リア語の方言記述を行うことで既に大きい価値があるが、上記の複合的な分析枠組みを用いた
結果、言語変化の事例研究として成果が広範囲に及ぶ分野横断的な貢献になったと言える。ブル
ガリア語研究やスラヴ語研究の重要な成果は無論のこと、さらに広く社会言語学、民族言語学、
歴史言語学、言語類型論、言語接触論、言語進化論、地域言語学（特に地域として隣接、部分的
に重なるバルカン地域）などの一般論に対しても新たな知見をもたらすと言える。これまで具体
的な研究が行われることなく、歴史的な事実に基づき同一方言に属すると言われてきたセルビ
ア側とルーマニア側のバナト・ブルガリア語の言語構造には、実際に上記のどの領域においても
重要と考えられる多様な違いが存在し、その違いは、移住時の方言的属性そのものは維持するが、 
ミクロレベルでは主に居住地における異なるバナト・ブルガリア人の比率と地域レベルでの言



語接触と社会的地位の高さ、マクロレベルでは異なる言語政策と両地域で異なる言語態度やア
イデンティティの問題と結びついていることが明らかになった。また、ルーマニア側のバナト・
ブルガリア人は、特に言語教育のレベルでブルガリア本国との繋がりが強いのに対し、セルビア
側ではブルガリア語教育が始まったばかりであり、その影響はまだ見られないなど、現地レベル
では測れないブルガリア・ファクターが言語構造変化に影響をある程度与えることも明らかに
された。 
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